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査読へのお礼

東京女子医科大学雑誌では第 87 巻への寄稿・投稿論文につきまして，編集担
当幹事のほか次の先生方にご査読をお願いいたしました．ご協力に厚く御礼
申し上げます．

東京女子医科大学学会 編集担当幹事会
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循環系の基礎と臨床―掲載予定―

執筆者 所属 テーマ 掲載号

澤田達男 病理学（第一） 1．脳の微小循環 87（1・2）
槍澤大樹 輸血・細胞プロセシング科 2．血管新生 87（1・2）
森本　聡 高血圧・内分泌内科 3．高血圧 87（3）
瀧田守親 薬理学 4．転移 87（4）
江﨑太一 解剖学・発生生物学 5．リンパ管発生 87（5）
小川哲也 東医療センター内科 6．動脈硬化（透析も含めた腎血管） 87（6）
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